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本日のお話

１ 食育授業の課題と

２ 学校における食育

３ 食に関する指導の目標

４ 食育授業改善のヒント
(1)「食育の視点」からの資質・能力の明示

(2)知識重点型授業→「主体的・対話的で深い学び」を促す授業へ

(3)児童の実態からARCSを考える

５ 食育の発展に向けて



１ 食育授業の課題

(1) 知識重点型授業→資質・能力育成型授業への転換
・「知っている」「それなら分かる」→「使える」「だったらこうだと分かる」

・実践・行動へとつなぐ授業づくり

（2) 教職員、地域、保護者との連携
・児童・生徒の発達段階

・「食に関する指導の全体計画」

への共通理解の必要性

(3) 食育の授業記録の蓄積と共有 出典：片淵ら，食に関する現状と課題－栄養教諭、学校
栄養職員、学校栄養士のアンケート調査から(2009）



①教科等における指導（食に関する指導の視点を位置づけて指導）

社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動等

②給食の時間における指導 食に関する指導：献立を通して等

（特別活動） 給食指導：準備～片付けまでの中で

③個別的な相談指導

２ 学校における食育



食を柱にした
カリキュラム・
マネジメント

学校全体で
つなぐ食育

地域・家庭に
つなぐ食育

■ 教科横断的な視点に立った 学校における食に関する指導



■学校における食に関わる資質・能力

知識．技能 ○食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての
理解を図り、健康で安全な食生活に関する知識・技能を
身に付けるようにする。

思考力・判断力・表現力 ○食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、
自ら管理したり判断したりできる能力を養う

学びに向かう力、人間性 ○主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や
食文化、食料の生産等にかかわる人々に対して感謝す
る心を育み、食事のマナーや食事を通じた人間関係形
成能力を養う。

３ 食に関する指導の目標

食育の視点 ①食事の重要性 ②心身の健康 ③食品を選択する能力
④感謝の心 ⑤社会性 ⑥食文化

(1) 学級活動（食育）の場合



■総合的な学習の時間に関する配慮事項

知識．技能 他教科等及び総合的な学習の時間で習得する知識及び技能が相互
に関連付けられ、社会の中で生きて働くものとして形成されるように
すること

思考力・判断力・表現力 課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ、表現などの探究的な
学習の過程において発揮され、道の状況において活用できるものと
して身に付けられるようにすること

学びに向かう力、人間性 自分自身に関すること及び他者や社会との関わりに関することの両
方の視点を踏まえること

２ 食に関する指導の目標

食育の視点 ①食事の重要性 ②心身の健康 ③食品を選択する能力
④感謝の心 ⑤社会性 ⑥食文化

(２) 教科等における食育の場合



■総合的な学習の時間に「食育」の視点を加える場合

知識．技能 食について調べる活動を通して、食に対する理解を広げる。＜食事
の重要性＞

思考力・判断力・表現力 学習したことや生活経験と結びつけて課題を設定する。＜心身の健
康＞＜食品を選択する力＞＜感謝の心＞＜社会性＞＜食文化＞

学びに向かう力、人間性 食について調べる活動を通して、自己のWell beingにつなげる。
＜食事の重要性＞＜心身の健康＞＜感謝の心＞＜社会性＞

３ 食に関する指導の目標

食育の視点

(２) 教科等における食育の場合

食事の重要性 心身の健康 食品を選択する力 感謝の心 社会性 食文化

○ ○ ○ ○ ○ ○

引用＊増田夏海教諭６年「食で未来をカラフルに！」



３ 食に関する指導の目標－2年 生活科 やさいをつくろう－

● 「食育の視点」が加わると 教科の学習が豊かになる

生活科の授業 食育＋生活科の授業

学習
GOA
L

野菜栽培を通して植物の生命や
成長に関心をもち、世話をする楽
しさや喜びを味わう

野菜栽培を通して植物の生命や成長
に関心をもち、世話をする楽しさ喜び
を味わうとともに野菜の栄養的なよさ
を知り、苦手な野菜も自分なりに工夫
して食べようとする

食育
の視
点

○野菜には栄養があり、好き嫌いなく食べることの大切さが分かる
＜心身の健康＞

○食物を大切にし、残さずに感謝して食べようとする、＜感謝の心＞

関連
する教
科

。道徳（自然愛護） ・道徳（自然愛護） ・３年社会（地域
・１年生活科（アサガオの観察）
・３年理科（植物の成長）・５年家庭科



学年段階別に整理した資質・能力（案） ＜連雀学園三鷹六小版＞

食育
の視
点

①食事の
重要性

②心身の健康 ③食品の
選択力

④感謝の心 ⑤社会性 ⑥食文化

育て
たい
資質
能力

○食べ物
に興味・
関心をも
ち、みん
なで楽し
く食事が
できるよ
うに工夫
し、実践
しようと
している。

○好き嫌いせず
に食べることの
大切さを考える
ことができる。

○正しい手洗い
や、良い姿勢で
よく噛んで食べ
ることができる、

○衛生面に
気をつけて
食事の準備
や後片付け
ができる。
○いろいろ
な食べ物や
野菜の名前
が分かる。

○学校農園等
で野菜を育て
ることを通し
て動物や植物
を食べて生き
ていることが
分かる。
○食事のあい
さつの大切さ
が分かる。

○正しいはし
の使い方や食
器の並べ方が
わかる。
○食事の準備
や後片付けの
仕方を理解し、
よりよい方法
を工夫するこ
とができる。

○自分の
住んでい
る身近な
土地でと
れた食べ
物や、季
節や行事
にちなん
だ料理が
あること
が分かる。

■小学校 低学年

参照：文部科学省（2019）『食に関する指導の手引き
－第二次改訂版－』p21,を基に筆者作成

１年学級活動「みんなでさくっとモリたのランチタイム」
２年生活科「野菜を育てよう」



食育
の視
点

①食事の
重要性

②心身の健康 ③食品の
選択力

④感謝の心 ⑤社会性 ⑥食文化

育て
たい
資質
能力

○日常の
食事に関
心をもち
楽しく食
事をする
ことが心
身の健康
に大切な
ことを理
解し、実
践しよう
としてい
る。

○健康に過ごす
ことを意識して
様々な食べ物を
好き嫌いせずに
３食規則正しく
食べようとする
ことができる。

○正しい手洗い
や、良い姿勢で
よく噛んで食べ
ることができる、

○給食に使
われている
食品、料理
名が分かる。
○食品の栄
養の３つの
働きが分か
る。
○安全かつ
衛生的に食
事の準備や
後片付けが
できる。

○食事が多く
の人々の苦労
や努力に支え
られているこ
とや自然の恩
恵の上に成り
立っているこ
とが理解でき
る。
○資源の有効
利用について
考えることが
できる。

○マナー
を考え会
話を楽し
みになが
ら気持ち
よく会食
しようと
している。

○日常の食事
が地域の農林
水産物と関連
していること
が理解でき
る・
○地域の伝統
や気候風土と
深く結びつき、
先人によって
培われてきた
多様な食文化
があることが

分かる。

■小学校 中学年

学年段階別に整理した資質・能力（案）

4年「○○な給食メニューを考えよう」

＜連雀学園三鷹六小版＞



食育
の視
点

①食事の
重要性

②心身の健康 ③食品の
選択力

④感謝の心 ⑤社会性 ⑥食文化

育て
たい
資質
能力

○日常の
食事に興
味・関心
をもち、
朝食を含
め３食規
則正しく
食事をと
ることの
大切さを
理解し、
実践しよ
うとして
いる。

○栄養のバラン
スのとれた食事
の大切さが理解
できる。

○食品をバラン
スよく組み合わ
せて簡単な献立
を考えたてるこ
とができる。

○食品の安
全に関心を
もち、衛生
面に気を付
けて、簡単
な調理をす
ることがで
きる。

○体に必要
な栄養素の
種類と働き
が分かる。

○食事が多く
の人々との苦
労や努力に支
えられている
ことや自然の
恩恵の上に成
り立っている
ことが理解で
きる。
○残さず食べ
たり、無駄な
く調理したり
しようとする
ことができる。

○協力した
りマナーを
考えたりす
ることが相
手を思いや
り楽しい食
事につなが
ることを理
解し、実践
しようとし
ている。

○食料の
生産、流
通、消費
について
理解でき
る。
○日本の
伝統的な
食文化や
食に関わ
る歴史等
に興味・
関心をも
つことが
できる。

■小学校 高学年

学年段階別に整理した資質・能力（案） ＜連雀学園三鷹六小版＞

５年総合「和食の世界にレッツゴー！」６年総合「食で未来をカラフルに！」



４ 食育授業改善のヒント

食育の視点 ①食事の重要性

食
に
関
す
る
資
質
・
能
力

知識及び技能 ○食べ物に興味・関心をもち、楽しく
食事ができる。

思考・判断・表
現力等

○現状をみつめ、何が必要か考え、
適切に意思決定して行動するため
の力を身に付ける。

学びに向かう
力・
人間性

○主体的に実践
しようとする。

■ 小学校 低学年

どうしたらいい
かな？

何しよう
かな？

何を理解し、どこを
考え、どうできたら

いいのか？

(1) 「食育の視点」からの資質・能力を明示する



４ 食育授業改善のヒント

（2) 知識重点型授業→主体的・対話的で深い学びを促す授業

導入

・なぜこの学習に取り組むのか
・自分とどう関係するのか
・学ぶ意義は何か？

展開
・調べる、比べる、考える
主体的で対話的な学び

まとめ ・ふり返り 個の学びに戻す
・分かった・できた→だったら･･･○○しよう



４ 食育授業改善のヒント (３)児童の実態からARCSを考える

児童の実態

育てたい児童像

資質・能力

食育の視点

導
入

気づく

展
開

つかむ

考える
話し合う
試す

ま
と
め

わかる
できる

ふ
り
返
り

ふり返る→次への展望

児童にとって
切実な課題

Attention
注意
喚起

児童の興味・関
心を引く導入
教材の提示

Relevance
動機
づけ

自分に関係ある，
学ぶ意義がある

Confidence
自信（見通し
がもてる）

やればできそう
だと思える

Satisfacion
学びがい
満足感

・やってよかった
と思える
・友達や家族と
の関わりできていること

教師からみた
課 題



●食育の授業 事例１
3年「スーパーヤサイ人になろう」

児童の実態

育てたい児童像

野菜の栄養を理解→食べる
方法を考える→苦手な野菜
も食べようとする意欲・態度

食事の重要性、心身の健康

Attntion
注意
喚起

児童の興味・関心を引く
導入
教材の提示

・苦手な野菜アンケート
・栄養教諭とのTT
・おいしいという友達
・野菜の実験

Relevanc
e
動機
づけ

自分に関係ある，
学ぶ意義があると思え
る感じ

・自分の苦手や野菜の
発表

・野菜の実験→野菜の
パワーを実感

Confiden
ce
自信（見
通しがも
てる）

やればできそうだと思
える感じ

・友達におススメの食
べ方を教えてもらう
・栄養教諭のサポート

↓
苦手な野菜を食べる作
戦

Satisfacti
on
学びがい
満足感

・やってよかったと思え
る感じ
・友達や家族と の関
わり

・お家の人にもコメントを
もらう。

野菜に親しんでいる
苦手や野菜は敬遠する

子もいる

課 題
苦手な野菜を食べようと
する意欲や態度を育て

たい



５ 食育の発展に向けて

●TTで強みを活かす

■５年 家庭科＋総合
「こだわりの手作り味噌を作ろう」

農林水産省
関東農政局の職員

に
小松菜について学ぶ

JAと地元農家
に

小松菜栽培を学ぶ

まちの豆腐店
に

豆腐作りを学ぶ

味噌を作る
↓

親子で試食

地域との連携を
是非！



ご静聴
ありがとうござ
いました

５ 食育の発展に向けて

●食育授業記録を「共有財産」として蓄積して行きましょう。


	スライド 1: 学校における 食に関する指導について
	スライド 2: 本日のお話
	スライド 3: １　食育授業の課題
	スライド 4
	スライド 5: ■　教科横断的な視点に立った　学校における食に関する指導
	スライド 6: ■学校における食に関わる資質・能力
	スライド 7: ■総合的な学習の時間に関する配慮事項
	スライド 8: ■総合的な学習の時間に「食育」の視点を加える場合
	スライド 9: ３　食に関する指導の目標－2年 生活科　やさいをつくろう－
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14: ４　食育授業改善のヒント
	スライド 15: ４　食育授業改善のヒント　(３)児童の実態からARCSを考える 　　　　　　　　　　　
	スライド 16: ●食育の授業　事例１ 　3年「スーパーヤサイ人になろう」 　　　 　　　　　　　　　　　
	スライド 17: ５　食育の発展に向けて  　●TTで強みを活かす 　　　　　　　　　　　
	スライド 18: ５　食育の発展に向けて  　●食育授業記録を「共有財産」として蓄積して行きましょう。 　　　　　　　　　　　

